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私 の 父 は 日 本 人、母 は ル ー マ ニ ア人で

す。 日本とルーマニアのハーフと言えば、室

伏 広 治 選 手 で す。 また ル ーマニアと言え

ば、白い妖 精ナディア・コマネチ、吸 血 鬼ド

ラキュラで 有名なトランシルバニア、そして

独 裁 者 チャウシェスクでしょうか。 私は東

京 で生まれて 2 歳の 時に、父の 仕事 の関 係

でル ーマニアに行き、小 学 校 の 6 年 生に日

本 に帰って来ました。 当時 のルーマニアは

チャウシェスク政 権下の 社会主義 の国でし

て、私は現 地の学 校に通っていました。

日 本 の 祖 父 母 が、私 が 日 本 語 を 学 べ る

ようにと雑 誌 や 本をたくさん 送 ってくれま

した。 小 学 校 5 年 生の 時 に手 塚 治 虫のブ

ラックジャックを送ってくださり、とても刺

激を受 け て、私 はボロボロになるまで 夢 中

で 何 度も読 み返しました。 私 が 医 師、そし

て外 科 医を目指 す 大きなきっか けとなりま

した。

中 学 、高 校 は日本 で 過ご しました が、大

学は子 供 の頃に憧 れていたブカレスト大 学

に入学 すべく、ルーマニアに戻りました。

当 時ル ーマニアの 医 学 部 は 4 つしか なく、

人口 2 3 0 0 万人に対して４つですので、かな

りの難 関でした。 入試はマークシートで 理

数 系＋外 国語 の選 択でしたので、言 葉の壁

もあまり感じずに何とか 滑り込む 事が出来

ました。

ルーマニアの医学部の 授業 料はタダです

が、卒 業 するのが 非 常に厳しいで す。 また

将 来 進 みたい科 は 大 学 の成 績 や 学 士 論 文、

国 家 試 験の成 績 で すべてが 決まります。 1

年 生の頃から同級 生はみんなライバルにな

ります。 ノートの 貸し借りは先ず 存 在しま

せん。 大 学 で の 試 験 は将 来 が か か って い

ますので、みんな 落 第しないように勉 強 す

るのではなくて、満点を狙いに行きます。

実 習 で は 触 診したり、聴 診したりとに か

く患 者 さん に 触 れ る 事 が 大 事 にされて い

て、心 雑 音を聞き逃したり、肝 腫 大を 触 れ

なかったりしても実 地試 験 では落とされま

す。 みんな毎日足繁く患者さんの所に行き、

何 度も触らせ て 頂いたり、聴 診させ て 貰っ

たりして感覚を鍛えます。

私は病院実習が 始まった大学 4 年 生頃か

ら、漠 然と心 臓 血管外 科に進 みたいと考え

るようになりました。 卒 業して心 臓 血管 外

科 に入り充 実した日々を 送って いました が、
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２つの祖国
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研 修 医 1 年目が 終わる頃にデンマークのコ

ペンハーゲン 大 学 の 心 臓 血 管 外 科 に 枠 が

あると教 授 からお 話を頂き、デンマークに

行くことになりました。

コペンハーゲ ン 大 学 の 心 臓 血 管 外 科 は

開 心・バ イパス手 術 が 年 間 8 0 0 例 近くあ

り、特に 小児の心 臓手 術も多く多 忙を極め

る毎日でした。 観 光をする暇はありません

でした。 デンマークの生活 が２年経った頃、

突 然 急 性 膵 炎 で 倒 れてしまいました。 お

そらく疲 労、ストレスが 原 因 で す。 入 院 中

急に異 国の 地にいるの がとても寂しくなり、

両 親 の い る日 本 に 帰る 事 を 決 断 しまし た。

私の人 生の大きな転 換 期になりました。

日本 に帰って来てもすぐに 医 師として働

ける訳ではなく、書 類審 査 や認定 試 験を合

格すると医学部 卒 業 相当と認 定され 、国 家

試 験を受ける事が出来ます。

父が医学部ではありませんが千葉 大出身

ということで、心 臓 血管 外 科 のある千 葉 大

学 第 1 外 科に入 局する事にしました。 当時

の 千 葉 大の 心 臓 血 管 外 科 の 開 心・バイパ

スの 手 術 件 数 は年 間 8 0 例 程 度 で、やはり

手 術 数をこなさないと上手くならないとい

う思いもあり、心 臓 血 管ではなく一 般 外 科

医を目指 す 事 にしました。 出 張 先 の 病 院

では 乳 腺の患 者さんを診る事が 多く、乳 腺

の専門医も少ない現 状にも直 面し、いつの

間にか乳 腺専門医を目指していました。

千 葉 大 に 戻 り 大 学 院 を 卒 業 し た 後、教

官もさせ て 頂きました が、医 師としての 仕

事よりも会 議 等 の 雑 用が 多く、外 来 や手 術

をする機 会 が 少しず つ 減ってしまい、悶々

としていました。 また様々な研 究にも携わ

り、科 研 費を頂きました が、乳 がん は 早 期

発 見 が 何よりも大事という結 論 に至りまし

た。 そんな中、成田での開業の話 が浮上し、

開 業は全く考えていなか ったので す が、乳

がん の 早 期 発 見に 携 わる草 の 根 活 動を地

方 からと考え、元々の 憧 れであるオール マ

イティに患者さんを診られる環 境に近 づけ

るとも考え、開業を決心しました。

ル ーマニアでもピンクリボン運 動は 盛 ん

に行 われて います。 ル ーマニア人 女 性 の 8

人 に 1 人 が 乳 が ん に 罹 患 すると言 わ れて

います。 乳 がん は 女 性 の がん の 中 で 罹 患

数 は 1 位、がん による 死 亡 者 数 で は 3 位 で

す。 検 診 受 診 率 は 5 0 ％ 前 後 で、ヨーロッ

パの中 では低く、深 刻な問 題となって いま

す。 私の 親 戚や友 達 、同 級 生もたくさん居

るため、心 配で す。 現 在の成田での乳 がん

の早 期発見を中心とした日々の診 療 やピン

クリボン運 動に 邁 進 すると同 時 に、今まで

の 経 験 を 生 かし 、微 力 な がら両 国 の 架 け

橋となり、ルーマニアのピンクリボン運 動に

も少しでも寄 与し恩 返しが出来たらと考え

ています。

鈴木　ティベリュウ・浩志　（52歳）2児の父

（父：日本人　母：ルーマニア人）

人生の半分を海外で過ごす

【 経 歴 】

平成10年	 ルーマニア国立ブカレスト医科薬科

	 総合大学医学部 卒業 同附属病院

平成12年	 デンマーク王立コペンハーゲン大学

	 医学部附属病院　

平成14年	 千葉大学医学部附属病院 臓器制御外科学

平成23年	 千葉大学医学部附属病院 乳腺甲状

	 腺外科 助教(文部科学指導教官）

平成26年	 4月　公津の杜メディカルクリニック 開設

【 資 格 等 】

医学博士（千葉大学大学院医学薬学府卒業）

EU通用医師免許

日本外科学会　専門医

日本乳癌学会　認定医・専門医

日本がん治療認定機構　認定医

日本乳がん検診精度管理中央機構 マンモグラ

フィ読影認定医師　

日本乳がん検診精度管理中央機構 乳房超音波医師
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サントリーフラワーズ 株 式 会 社（ 東 京 都

港 区、四 方 康 範 社 長 ）は、サントリーホール

ディングス㈱ の 10 0％出資会社で、花苗・花

鉢 、野 菜 苗・野 菜 青 果、および 切り花 の 開

発・生 産・販 売を展 開しておられます。 花

を「人々の生活に潤いをもたらし、心の健 康

をもたらすもの」と位置 づ け、酒 類、食 品 分

野で培った基礎研究を応用した植物の研究

開 発を行い、顧 客に『 花のあるくらし』を提

案・提 供されて います。 近 年 は、花 だ け で

なく、野菜の開発・栽 培にも力を入れ 、丁寧

に育てられたミニトマトなどはスーパーの店

頭にも並び、その味の良さで、人気を博して

いるそうです。

鉢 植 え に ポ ッ プ 添 え
ピンクリボ ン 運 動 アピール

オフィシャルサポーターのご紹介

サントリーフラワーズ㍿

『 プリンセチア』開 発を機に、
売上金の一部をJ.POSHに寄付

サントリーグループは「 人と自然と響きあ

う」を企 業 理 念に掲げ ています。 フラワー

ズ 社は「 花を 通して地 域 の 活 性 化、次 世 代

育成を支 援 」するなど C SR（ 企 業の 社会 的

責任）経 営に 取り組 んでおられ 、0 9 年 5 月

に J . POSH のオフィシャル サ ポーターに登

録されました。 同 社 が 開 発した「 プリンセ

チア」は、メキシコや中央アメリカを原産国

とする赤いポインセチアをピンク色にするこ

とに成 功。 その 発 売を機にピンクリボン運

動に協 賛され 、売り上げの 一 部を毎年定 期

的に J . POSH にご寄 付頂いています。 プリ

ンセチアの 生 産 者 の 皆さんにピンクリボン

啓 発 ポップを配 布し、商品と一 緒に出 荷し

てもらい、販売店の店頭で掲示してもらうな

どピンクリボン運 動の PR にも力を入れて頂

いています。

プリンセスのような華やかな印象から『プ

リンセチア』と名付けられ 、花言 葉は「 思い

やり」。0 9 年 に日本 フラワーオブ ザイヤー

最 優秀賞、15 年にフラワー大賞グランプリ

などを受賞されています。毎年 10 月上旬～

12 月上旬のクリスマスシーズンに販 売され 、

その販売数 量に応じた金額をご寄 付して頂

いて います。「 日本 航 空 」、「 エスティロー

ダー」、「 ピンクリボ ン 京 都 」「 ららぽ ーと

横 浜 」などの 企 業や団 体 などと共同でピン

クリボンキャンペーンを実施。その際、フラ

ワーズ 社はプリンセ チアを 無 償 提 供し、共

催の形でイベントを盛り上げてこられました。

鮮やかなピンクのプリンセチア

　

鉢植えのプリンセチアに添えられるポップ
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有限会社ヨガワークス 株式会社フラウ・インターナショナル 株式会社ダイアナ

医療法人健優会 マンモプラス竹尾クリニック

株式会社ベネフィット・ワン 株式会社オフィストゥーワン

株式会社ヤクルト本社

スリーエー・ライフ株式会社

株式会社コープデリ保険センター

社会医療法人財団  池友会

福岡和白総合健診クリニック

京都奉製株式会社

JFRカード株式会社

日産プリンス

札幌販売株式会社

株式会社ローズ・サプライ 株式会社くわこや 株式会社ジャパックス

ティーペック株式会社

株式会社HEAVEN Japan グンゼ株式会社

株式会社リツビ

ノイエス株式会社

株式会社シールズ

株式会社 iDA（アイ・ディ・エー） 雪印ビーンスターク株式会社

J.POSHオフィシャルサポーター
認定NPO法人 J.POSH （日本乳がんピンクリボン運動）を通じてピンクリボン運動を

ご支援いただいている企業・法人・など各種団体の一覧です。
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旭川リハビリテーション病院

エコロシティ株式会社

ティーライフ株式会社株式会社スクロール株式会社 北里コーポレーション

メドライン・ジャパン合同会社

株式会社HRC MTコスメティクス株式会社

株式会社コープ東北保険センター あおもり支店

日本生活協同組合連合会 株式会社ワコール

医療ビジネス専門学校

一般社団法人日本グルーデコ協会

日本製紙株式会社THE WORLD株式会社 ミドリ安全株式会社

乳がん患者会「関西ひまわりの会」
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会

女性経営者の会藤沢ラグビー蹴球倶楽部

大阪府レディースバドミントン連盟
一般社団法人

関西学生アメリカンフットボール連盟

塩原温泉旅館協同組合

女将の会

川越市 最明寺

株式会社スノーヴァ

SBI損害保険株式会社株式会社 香家

株式会社アーキ・ジャパン 株式会社エコロ・インターナショナル 有限会社ワイエスティサイキクリスチャン ディオール合同会社株式会社リベルタ

株式会社マリコローレ

J.POSHオフィシャルパートナー
認定NPO法人 J.POSH （日本乳がんピンクリボン運動）を通じてピンクリボン運動をご支援

いただいている営利を目的としない患者会・協会・組合・などの各種団体の一覧です。
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オフィシャルサポーターのご紹介

ニチモウバイオティックス㍿

大 豆 サ プ リ の 研 究 通 じ
女 性 の 健 康 サ ポ ー ト

京 大 な ど と 研 究 進 め、
安 全 性 や 機 能 面PRへ

ニチ モウバ イオ ティックス 株 式 会 社 ( 東

京 都 港 区、北 谷 明 大 社 長 ) は、水 産 専 門 商

社ニチ モウ 株 式 会 社 ( 東 証 プライム上 場 )

の 10 0％出資グループ会社。 健 康 食品素材、

健 康 食品および化 粧品の製 造・販売などを

展開しておられます。19 9 0 年にスタートし

た「 養 殖 業 の 餌 料として大 豆を利 用するこ

とを目指した研究」を起源とする同社は「大

豆サプリメントの研究開発・販売などを行っ

てきた中で、これまで以 上に女 性の 健 康を

サポートしていくために何が できるかを考

え、ピンクリボン運 動 へ の 参 加を決 めまし

た」とし、2 2 年 3 月に J . POSH のオフィシャ

ルサポーターに登 録されました。

ニチ モウ ㈱ のバイオティックス事 業 の 一

翼を 担うグル ープ会 社として 19 9 9 年 に 設

立された同 社は、独自の高機能 性食 品素 材

「アグリマックス」、「イムバランス」を主軸に、

国内外の研究機関と研究開発を進めると共

に、素 材の 提 供、サプリメントの販 売、さら

には代 替 医療 分 野 への展開をされています。

遺伝 子 組み換えをしていない安 全な大 豆

胚芽のみを使 用して製 造されている発 酵 大

豆 胚 芽 製 品には、通 販 向けにイソラコンブ

ランドとして「麹菌発 酵イソフラボン」、相談

薬局向けに「 ファイトロゲン」などのサプリ

メントを販 売、また、医 療機関向けサプリメ

ントとして「 Ｄｒ. Ag lyMa x」を取り扱って

おられます。

同 社は長 年にわたり多くの 専門医と共に、

婦人疾 患に対 する研究を続けてこられまし

た。 そこで 得られた知 見を活 かし、女 性の

健 康について啓 発 活 動を繰り広げ、具 体 的

には① 取引先である婦人科 ｸﾘﾆｯ ｸなどの医

療 機 関や研 究 機 関 へ の 情 報 発 信 ② 社 内お

よびグループ会社の従業員に向けた啓 発な

どを実施されています。

国立がん研究センターの研究によると「イ

ソフラボンを 最も多く摂っているグル ープ

では 乳 がん の 発 生率が 低い」、札 幌 医 科大

学 の 研 究 では「 イソフラボン 摂 取により前

立 腺 がんリスクを下 げる効 果 がある」とそ

れぞれ 研 究 結果 が 公 表されており、北 谷 明

大社長は「イソフラボンと乳がんとの関連の

問い 合 わ せは多いで す。 これまでに、京 大、

京都府立医大、ハーバード大、星薬科大など

と研 究を進 めており、安 全 性や機 能面につ

いて学会発 表 や当社のホームぺージなどを

通じて PR していきたい」と意 欲を示してい

らっしゃいます。

【北谷社長から一言】

ひとくちに「大豆イソフラボン」と
いっても様々な種類があることや
その種類の違いによって作用機序
が異なることなど、一般に知られて
いないことがまだまだ多いと思って
います。誤解や勘違いによって皆
様の健康の不利益にならないよう、
これからもエビデンスをとりながら
正確な情報を発信することに努め
ていきたいと考えています。
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３年前からご寄付頂く

日本における社会貢献 活動プログラムの

一 つ と し て、「 O ne Ro ck  Wa l k ＆ Ru n」

というオンライン  チャリティー  ウオーキン

グ・ランニングイベントが 2 0 21 年から実 施

されており、社 員の 約 1 か月間 の 走 行・歩

行 距 離に 応じた 金 額 が 指 定の団 体 に寄 付

をされ るというもので す。 このイベントに

参 加した社 員が 約１か月間に歩いたり走っ

たりした 距 離を専用アプリで 管 理し、社 員

の健 康増進とともに社会貢献に寄 与できる

15 0 年 の 歴 史を 持 つ 世 界 最 大 級 の 金 融

サ ービス機 関である米 国プル デンシャル・

ファイナンシャル・インクを 親 会 社として

持 つ「 プルデンシャル・ホールディング・オ

ブ・ジャパ ン」 ( 東 京 都 千 代 田 区 ) 傘 下の

プル デンシャル生 命 保 険、ジブラルタ生 命

保 険、プルデンシャル  ジブラルタ  ファイナ

ンシャル生命 保 険をはじめとする日本 のプ

ル デ ンシャル・グル ープ各 社 は、グル ープ

共通の 創業理 念 である「 社会の 絆である人

間愛と家 族 愛の不朽の原 理の実 現 」のもと、

本 業 を 通じた社 会 貢 献 以 外 にも長 年 に わ

たり、被 災 地 支 援 や 経 済 支 援 の 必 要 な 家

庭 の サポートなど、多 岐にわたる分 野で の

社会貢献 活動に取り組んでおられます。 そ

うした中 で、グル ープ をあげ て実 施されて

いるのが「 インターナショナル・ボランティ

ア・デー」という取り組 みで す。 これ は 全

世界 のプルデンシャル・グループの 社 員の

方々が「 気 軽に楽しくボランティアに参加し

よう」という趣 旨 で  19 9 5  年から 毎 年 10

月頃に実 施され 、世界 各 国のグループ会 社

社 員が 多 様 な社 会 貢 献 活 動 に 参 加されて

います。

社 員からの 参 加 費の 一 部 に 加え、歩 行・

走行距 離に応じた金額を会社がマッチング

寄 付され 、寄 付金 が集計されます。

その 寄 付 金を指 定の団 体 に分 配 寄 付され

ます が、J . P O S H も当 初 から頂 戴しており、

乳がんの啓 発 活動をはじめ、乳がんに起因

する困難や 悲しみを抱える多くの方への支

援に使わせて頂いております。

アプリでは、参 加 者自身の順 位 等も確 認

できるので、チームで上位を目指したり、個

人として１位を目指して頑 張る方もおられ

るそうで す。「 楽し み な がら、社 員 間 の 交

流 にもなり、社 員 の 方々 の 運 動 不 足 解 消、

健 康 促 進にもなり、そして 社 会 貢 献にもな

るという、一石二鳥ならぬ、一石三鳥にも四

鳥にもなる素 晴らしい 取り組み」だと思い

ました。

プルデンシャルグループ IVDイベント
チャリティー オンライン ウォーキング＆ランニング

～私の一歩を誰かの一歩へ～
開催期間 ： 202４年10月１日(火)～1１月４日(月・祝)

参加費 ： ①②とも 各１,500円（寄付金含む）

種目 ： ①ウォーキング （個人戦/チーム対抗戦）
②ランニング （個人戦/チーム対抗戦）

Walk＆Run 2024

参加費の一部が寄付されるとともに、皆さまの歩行＆走行距離
に応じて、会社からマッチング寄付を行います。（1km×10円）

認定NPO法人 J.POSH (日本乳がんピンクリボン運動）

公益社団法人日本パラスポーツ協会

国立国際医療研究センター

寄付先

エントリー期間 ： 2024年８月26日(月）～1０月１５日(火)

エントリー用WebページはこちらのQRコードから→

告知 本年も開催決定！

ピンクリボン活動の取組ご紹介

プルデンシャル・グループ
開
催
決
定
の
お
知
ら
せ
を
社
内
イ
ン
ト
ラ
等
で
周
知

シ
ニ
ア
オ
フ
ィ
サ
ー
坂
口
哲
也
様
に
よ
る
寄

付
目
録
の
授
与
（
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
タ
ワ
ー
に
て
）

プ ログラムとなっており、毎 年 参 加 者 が 増

え 続 け 2 0 2 4 年には 約 18 0 0 名の 社 員が 参

加されました。
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ピンクリボンNEWS あとがき

J.POSHの活動を支えて頂いているオ

フィシャルサポーター、個人サポーター、

オフィシャルパートナーなどのみなさま

からは、ご寄付や啓発グッズお買い上げ

を通じた経済的支援を中心に支えて頂

いています。J.POSHに「登録」をされ

ていない企業や団体からのご寄付も少なくありませ

んが、最近、外資系企業からのご寄付が増えています。

欧米などに本社があり、日本でそのブランドの100％

子会社や合同会社として営業を展開している企業

が、定期的にまとまった資金をお寄せ頂いているケー

スです。ファッション、化粧品、保険、フード配達会社

等 、々業種も様々ですが、ご寄付の背景にあるのは

欧米社会の『キリスト教の慣習』、『富を分け与える』、

『チャリティ精神』など日常的な慈善活動

が脈打っていると思われます。米国のプロ

スポーツ界でも同じ。アメリカ生まれのア

メリカンフットボールチームによるピンクリ

ボン運動協賛は活発で、前号でもご紹介し

たように日本でも最近、関西学生アメフト

連盟のように協賛の輪が広がっています。日本では

四国の地元の人々によるお遍路さんへの『お接待』は

代表的なふるまいで、いわば『寄付文化の原点』であ

り、日本人の美徳があふれている光景といえるでしょ

う。税制改正による寄付控除の拡大や「ふるさと納

税」などにより日本の寄付文化は“醸成”の方向に

あるようで、ご寄付で活動を続けるNPO法人にとっ

て嬉しい流れであることは間違いありません（I.T）

ありがたい『寄付文化』の醸成

個人サポーターは1年ごとの更新制（4月～翌年3月末）です。2025年度もご登録のほどよろしくお願い申し上げます。
　※登録料年間￥2,000のお支払いをもって更新となります。（年度毎：登録時期に関わらず4月更新となります）
　※年間登録料未払いの場合は、今年度からのシステム変更により自動的に登録抹消となります。
　※登録料は寄附となり、領収書は寄附金控除等の税制上の優遇措置を受けることができる寄附金受領証明書です。

個人サポーターとは？ 登録すると何があるの？（特典）

J.POSHの活動に賛同してくださる個人の方が
サポーターとして登録いただくものです。
年1～2回だけでも、できる範囲で、得意なことを
活かしながら様々なかたちでJ.POSHの活動を
サポートください。

① ピンクリボンNEWS（年4回発行）が届きます。
② J.POSHの各種キャンペーンへの参加資格があります。
③ J.POSHのピンクリボンマークを貸出します（※要申請）
④ 啓発リーフレット（50部）・ポスター（5部）の無償提供の
 対象になります。（※要申込、年1回まで）

お支払い方法

登録料（年間）￥2,000　更新期限：2025年6月末日 ※左記期限後に更新を希望される場合は、
　支払時期をご一報ください。

※寄附金のみ。
　グッズ支払いには
　対応しておりません。

銀行口座 郵便振替 クレジット

三菱UFJ銀行　大阪営業部
普通： ３８１３９８１

口座番号
0 0 9 5 0 - 1 - 2 9 6 8 8 4

口座名：特定非営利活動法人J.POSH （ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝｼﾞｪｲﾎﾟｯｼｭ）

J.POSH 個人サポーター 登録更新のお願い

年間を通じて定期的な支援をご検討いただける場合は
マンスリーサポーター登録もご検討ください。（右のQRコードよりアクセスください）


